
 

＜国語＞  

〇報告文、ノートのまとめ、レポートについての出題  

※物語文等の単なる読み取り、読解の出題はない。  

〇実際に使う場を想定した出題（「理解」→「伝える」へ）  

〇選択問題＋字数制限内でまとめて書く出題  

＜算数＞  

〇算数科（小学校第５学年までの内容）における４領域（Ａ  数と計算、  

Ｂ  図形、Ｃ  変化と関係、Ｄ  データの活用）に示された内容がバラン  

スよく出題  

〇「数学的な考え方」「数量や図形についての技能」「数量や図形について  

の知識・理解」の３つの観点に関わるものが出題  

〇日常生活の事象や数学的な事象から算数・数学の問題を見いだし、解決に  

向けて問題を焦点化し、数学的な表現を用いて筋道を立てて説明する内容  

で出題  

〇「事実」や「方法」「理由」を記述する問題が多く出題  

               平成３１年４月１８日（木）実施   

 

 

 

 

                                    
 

「全国学力・学習状況調査」は、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の

観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果

と課題を検証し、その改善を図るとともに、そのような取組を通じて、教育に関

する継続的な検証改善サイクルを確立すること、また、学校における児童生徒へ

の教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることが目的です。今年度も昨年

度に引き続き、悉皆調査として文部科学省によりすべての小・中学校を対象とし

てこの調査が実施されました。  

この調査によって測定できるのは学力の一部分であり、学校における教育活動

の一側面となります。  

そして、この調査には、これからの社会を担っていく子どもたちに身に付けて

ほしい資質・能力を示したメッセージという側面があるといえます。  

令和元年度全国学力・学習状況調査 
朝来市小学６年生と中学３年生の  学力と学習状況の分析結果 
調査の概要 

調査の内容 

■教科に関する調査        

国語、算数・数学、英語（中学校）     

■生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査  

 児童生徒に対する調査  

 学校に対する調査 

今年度から、従来の「主として『知

識』に関する問題」と「主として『活

用』に関する問題」に区分するとい

った整理を見直して、一体的に調査

問題が構成されています。  

出題傾向（小学校） 



 

＜国語＞  

〇自分の考えを持ち、伝えたい事について、根拠を明確にして書く出題  

〇封筒の書き方など、実際の生活の中で活用される言語能力についての出  

題  

〇語の一部を省いた表現など、場面や状況に応じた適切な表現の仕方に関  

する出題  

＜数学＞  

〇四則計算ができるだけではなく、計算の結果の特徴を的確に考え、数の  

概念について考える出題  

〇数学的に表現した（グラフ、式、表）ことや、その結果を事象に即して  

解釈し、問題解決の方法を数学的に説明する出題  

〇図形における基本的な証明だけではなく、条件を変えた場合、それが成  

り立つのかどうか、反例等を活用して考察し、さらに結論が成り立つた  

めの前提を考えた上で新たな事柄を見出して説明する出題  

〇資料に基づいて不確定な事象を考察する場面において、表を活用して数  

学的に処理する、資料の傾向を読み取る、結果を批判的に考察する、判  

断したことの根拠を数学的な表現を用いて説明する出題  

〇証明によって見出した事柄について、結果を事象に即して解釈し、筋道  

を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明する。また、統合的・発展的  

に考察する出題  

＜英語＞  

〇日常的な話題について、情報を正確に聞き取ることができているかを確  

認する出題  

〇日常的な話題について、情報を正確に読み取ることができているか確認  

する出題  

〇まとまりのある英語を聞いて、必要な情報を理解できているか確認する  

出題  

                                                全国平均と同程度 算数 

全国平均と同程度 国語 

小学生 

調査結果の分析 

中学生 

全国平均をやや下回る 国語 

全国平均を下回る 数学 

全国平均をやや下回る 英語 

出題傾向（中学校） 



  
 

 

 

 

○目的に応じて、文章の内容を的確に把握し、自分の考えを明確にしながら  

読む力  

○目的に応じて、本や文章全体を概観して効果的に読む力  

○学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う力  

○話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめる力  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校各教科の結果 
定着傾向がみられる資質・能力  

 全国や県平均と同程度である 国語  

定着傾向がみられる代表的な問題  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○目的や意図に応じて、自分の考えを明確にし、まとめて書く力  

○目的に応じて、質問を工夫する力  

課題があると考えられる資質・能力  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題があると考えられる代表的な問題  



 

 

 

○基本的な平面図形を考察する力  

○資料の特徴や傾向を読み取る力  

○場面の状況を数理的にとらえ、複数の情報の中から適切な情報を選択する力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 全国や県平均と同程度である 算数  

定着傾向がみられる資質・能力  

定着傾向がみられる代表的な問題  



 

 

 

○図形と式とを関連付け、筋道を立てて考察し表現する力  

○資料の中の数量の大きさの関係を読み取る力  

○複数の資料の特徴や傾向を関連付けて考え、判断する力  

○示された情報を読み取り、算数の用語を使って適切に表現する力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題があると考えられる資質・能力  

課題があると考えられる代表的な問題  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題克服に向けた授業展開例 

目的や意図に応じて、自分の考えを明確にし、まとめて書く力 

条件の範囲でまとめて書く（プレゼンテーション）活動を通して、必要な情報を落と

さず、わかりやすい伝える力をつける 

 

4 年 調べたことを整理し、発表しよう「だれもが関わり合えるように」 

   説明のしかたを工夫して、分かりやすく伝える文章を書こう 

「『クラブ活動リーフレット』を作ろう」 

 

(例) 

１ 資料を読み、調べる材料を決める 

 

２ 文章の組み立てを考える 

（はじめ―中―終わり,関係図,表,ワークシートなどの活用） 

 

３ 説明する文を書く（はじめ―中―終わり,接続語,段落などへの意識） 

 

４ 発表の内容と、相手が見やすくわかりやすい工夫を考える 

（写真,絵,小見出し,グラフや表などの資料, 

伝えたいことが書けているか） 

 

５ 発表する(他の人はメモしながら聞く) 

 

６ 振り返りをする 

 

(指導の工夫) 

〇「はじめ―中―終わり」に書くことを、それぞれ 

数枚の付箋に書き、それをつなげることで要点を  

落とさず文章を構成させることを意識させる。 

つなぐときの「接続語」や段落も、その際に考えさせる。 

〇説明したいことのうち、事実と考えを別の色の付箋で表し、整理しながらまとめる工  

夫を促す。 

身に付けさせたい資質・能力  

ね  ら  い  

授業展開例  

国語  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「自分の考えをもつ」ことはもちろん大切であるが、個人ではハードルの高い児童 

もいるので、テーマごとに班を作り、グループワークで意見を出し合ったり文章の  

構成に当たらせたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

〇発表用の原稿と別に、ＩＣＴ機器を活用し大まかなことだけ描いたプレゼン用の画

面を作らせ、画面を指し示したり相手の顔を見て話したりするような発表をめざさせ

る。 

 

算数  

身に付けさせたい資質・能力  

ね  ら  い  

授業展開例  

計算に関して成り立つ性質を見いだして表現し、活用する力 

「自分たちが見つけた法則について話し合う活動」を通して、「算数の用語を使って適

切に表現する力」を身につける。 

４年 「わり算の性質をつかって」 

 

（例） 

１ ８÷２、８０÷２０、８００÷２００の計算について調べる。  

 

 

 

わり算の式がちがっても答えが同じになるわけを考えよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①お金の模型や図を使って、３つの答えが同じになることを自分で考える。  

 ②ペアで考えを伝え合い、その後全体で話し合う。 

・１０円玉や１００円玉の個数に着目すると、８０÷２０や８００÷２００も、 

８÷２で求めることができる。  

・わられる数とわる数を、同じ数（１０や１００）でわっていることを確認させる。 

 
２ わられる数とわる数に、１０や１００以外の同じ数をかけたりわったりした場合で 

も、商は４になるかどうかを調べる。 

 ①わり算の性質を使って、８０÷２０と答えが同じになるわり算をいろいろつくる。 

・８０と２０にどんな数をかけたのか、どんな数でわったのかを矢印を使って表す。 

 ８   ÷     ２    ＝４     ８     ÷       ２       ＝４ 

 ×２↓↑÷２  ×２↓↑÷２    ×３↓↑÷３  ×３↓↑÷３ 

     １６   ÷      ４    ＝４     ２４    ÷       ６       ＝４ 

 

３、「わられる数」「わる数」「同じ数」という３つのキーワードを使って、わり算のき

まりを書いてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

４、見つけたきまりがほかの商の場合でも成り立つかどうかを調べる。 

 ①商が４になる式以外でも、同じようなきまりが成り立つのか確かめる。 

２４÷８（＝１２÷４、＝６÷２、＝４８÷１６、・・・）商は３     

３０÷６（＝１０÷２、＝１５÷３、６０÷１２、・・・）商は５  

 

５、見つけたきまりを活用し、計算を能率的にすることができるというよさに気づく。 

 ①６００÷１５を計算しよう。  

   ・わられる数とわる数に２をかけて １２００÷３０＝４０  

   ・わられる数とわる数を３でわって   ２００÷  ５＝４０ 

          （こうする方が、簡単に計算ができる！）  

 ②６５００÷２５０を計算しよう。  

   ・わられる数とわる数を１０でわって ６５０÷２５ 

    わられる数とわる数に４をかけて ２６００÷１００＝２６  

          （１００でわるわり算にするやり方もできる！）  

（指導の工夫） 

〇算数の用語を使って、きまりについてまとめるようにさせる。その際には、キーワード

という形で用語を示し、自分で考えてきまりを書くようにする。 

〇見つけた法則について話し合う活動を通して、児童にとって主体的・対話的な学習の場

となるようにする。 

  

 わられる数とわる数を１０倍や１００倍しても、わられる数と
わる数を１０や１００でわっても、商は４になる。 

 わり算では、わられる数とわる数に同じ数をかけても、わられる数と
わる数を同じ数でわっても、商は変わらない。 

わり算の性質を使えば、

複雑な計算も簡単にで

きそうだな。 



 

 

 

 

 

○書いた文章を読み返し、論の展開にふさわしい語句や文の使い方を検討する力  

○相手にわかりやすく伝わる表現を捉える力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校各教科の結果  
 

全国や県平均をやや下回っている。 国語  

定着傾向がみられる資質・能力  

定着傾向がみられる代表的な問題  



 

 

○文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えを持  

つ力  

〇文章の展開に即して、情報を整理し内容を捉える力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題があると考えられる資質・能力  

課題があると考えられる代表的な問題  



 

 

 

○図形の移動の特徴を的確に捉え、平行移動の意味を理解する力  

○三角形の合同条件を証明の根拠として用いることができる力  

○代表値の特徴を理解し、問題を解決するためにどのような代表値を用いるべきか  

判断をする力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ○数の集合と四則計算の可能性についての理解と、反例を見出し判断する力  

○表やグラフから情報を選択したり、捉えたりする力  

○文字を使って数量や数量の関係を説明したり、目的に応じて簡単な式に変形し  

たりする。また、文字を用いた式を具体的な場面で活用することができる力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国や県平均を下回っている。  数学  

定着傾向がみられる資質・能力  

定着傾向がみられる代表的な問題  

課題があると考えられる資質・能力  

課題があると考えられる代表的な問題  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

○語と語の連結による音変化をとらえて情報を聞き取る力  

〇日常的な話題（家での会話）についての情報を正確に聞き取る力  

〇まとまりのある文章を読んで、説明文の大切な部分を読み取る力  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国や県平均をやや下回っている。 英語  

定着傾向がみられる資質・能力  

定着傾向がみられる代表的な問題  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

○比較的まとまった文を正しく英語で表現する（書く）力  

〇与えられた情報に基づいて、正しい英文で記述する力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題があると考えられる資質・能力  

課題があると考えられる代表的な問題  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題克服に向けた授業展開例 

身に付けさせたい資質・能力  

国語  

ね  ら  い  

授業展開例  

書き手の工夫やその効果などについて、部分と文章全体との関係を考える力 

説明的な文章を読み、書き手の工夫や効果を考え、文章全体と部分との関係を捉

える力をつける。 

 

 

2 年 「生物が記録する科学―バイオロギングの可能性―」  

１ 単元全体の見通しを持つ。 

 

２ 書き手の工夫や効果を考えながら、文章を音読する。 

 

３ 特定の段落や部分に絞り、どのような工夫や効果があるのか各自でワークシ

ートに書き出す。 

 〇着目している本文の箇所に、目印をつける。 

 〇根拠や理由を述べながら、書き手の工夫や効果を書き出す。 

  「なぜなら～から。」のような形を意識させる。 

 

４ ワークシートに書き出したことをグループで交流する。 

 〇見つけた工夫や効果の中で、吟味・検討し、グループ一押しのものを選ぶ。  

〇グループで選択した意見をまとめる。 

○グループでまとめた意見を全体で共有する。 

  

 

５ ４で交流したことを踏まえ、文章の構成や展開、表現の仕方についての考え 

を各自で見直し、必要に応じてワークシートに書く。 

(指導の工夫) 

〇特定の段落や部分に限定することで、学びの焦点化をする。 

〇本文に線を引くなどすることで、自分が選んだ部分を明確化する。 

〇グループで吟味・検討することで、書き手の目的・意図をより意識化させ 

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学  

外国語・英語  

身に付けさせたい資質・能力  

・見いだされた事柄について、数学的な結果を事象に即して解釈し、筋道を立て

て考え、事柄が成り立つ理由を説明する力 

・見出された事柄をもとに、統合的・発展的に考察する力 

ね  ら  い  

「帰納的な思考過程」を通して、「文字を使った数の性質の説明の有効性に気づ

き、文字を用いた式を具体的な場面で活用」できるようにする。 

授業展開例  

2 年 「文字式の利用」 

・マッチ棒問題で、正方形をつなげる個数によって、使われるマッチ棒の数を帰

納的に求めていき、ｎ個つなげた場合のマッチ棒の本数がどのような式になるか

を考える。（結論：3n+1） 

 

・生徒の手元にも実際にマッチ棒を配り、具体的な操作をさせながら、４ｎ＋２

ではどのような図形なのかを考え、数学的表現を使って書く。 

 

・□ｎ―△ の形はできないのか、グループで考える。 

・クロストークにより、考え方の交流をする。 

・授業で分かったことや疑問に残ったことを、数学的な表現を使ってかく。 

 （小テスト・自主学習・数学レポートへつなげて、さらに学習を深めていく） 

身に付けさせたい資質・能力  

＜小学校段階では＞ 

・英語を注意深く聞いたり、読んだり、正確に書き写したりする力 

 

＜中学校段階では＞ 

・与えられた情報を基に、英語で正確に書く力 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ね  ら  い  

＜小学校＞ 

「絵カードや文字（や発音）を認識する活動」を通して、中学校で正確に話し

たり書いたりできるようにする。 

＜中学校＞ 

「情報を読み取り、正しく伝える活動」を通して、与えられた情報に基づい

て、英文を正しく書けるようにする。 

授業展開例  

＜小学校＞ 

「正しい表現でないと話してはいけない」という雰囲気の授業になってしまう

と、児童は自由に話しにくくなり、「思いや考えを伝えたり、聞いたりする」と

いう言葉が持つ本来の意味を見失ってしまう。そこで、児童の興味関心を保ちつ

つ、中学校での学習につなげる取組を意識したい。 

 

１ 文法的、発音的な誤りに気付かせる。 

誤りがある場合は、指導者が正しい表現を言い直して聞かせる。 

⇒自然な形で正しい表現を聞かせることを心掛けたい。 

 

２ 話している単語と、文字を自然に結びつけられるように 

絵カードに綴りを併記する。 

 

３ 話している表現を見える化するためにキーセンテンスを板書する。 

（３年生から） 

 

 

 

 

４ 文字の認識、音と綴りとの関係性の理解を深めるために授業冒頭で文字指
導を含む短い活動をパターン化する。  

 

【例】  

○Jingle：文科省補助教材/松香フォニックス等でアンカーワードともに文

字と音とを結びつけ、1 文字 1 音に親しむとともに単語に見慣

れる。 

   ○Song ：アルファベットを見ながらみんなでアルファベットソングを歌 

う。 

○Alphabet Quiz：1 文字 1 音にジェスチャーとクイズで親しむ/初めの１

音をあてる/Word tree 等 

○Picture books：Jolly phonics 

○アルファベットを書く：大文字小文字を４線に書く。 

    名前を聞いて大文字小文字を４線に書く。 

○なぞり書き、写し書き：音と綴りの関係を意識して書く。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学校＞  

 

１ Reporter になろう  

１ 朝来市の ALT の情報（下記）を基に、読み取れたことを口頭で伝え合おう 

（ペア） 

 

 

 

 

 

 
※表の内容や絵の情報など学習内容や学年により変えていく  

 

 

 

２ 話したことを書いてみよう（個人） 

Cory from USA.  He is live takeda.   He do kendo.             

But he don ’t play baseball. He like sushi. He don’t like soba. He have dog.    （※生徒が最初に書いた誤りのある文例） 

 

２   Editor になろう  

Step 1   

１）教師が作成した「間違った英文」をクラスに提示し、全員で修正する。 

 ２）チェックリストを表にしたもので確認する。 

 

   ＜教師が作成した「間違った英文例」＞ 

 

 

 

 

   ＜Editor になろう＞英文の正しさチェックリスト  

from の前に is があるか  

live の後ろに in があるか  

主語が Iと you以外で単数の時の動詞の形は正しいか（ like? likes?） 

主語が I と you 以外で単数の時の否定文は正しいか（ don’t? 

doesn’t?）  

be 動詞と一般動詞を一緒に使っていないか  

 

Step 2   

Step1 でまとめたチェックリストを活用して誤りを修正し、書き直す。  

＊修正は赤ペンでしよう。  

 

名前      コリー (Cory) 

①  出身  ・・・・・・・・・  アメリカ  

②  住んでいる所  ・・・・・  竹田  

③  スポーツ  ・・・・・・・  剣道○  野球× 

④  食べ物  ・・・・・・・・  寿司○  そば× 

⑤  持ち物，ペット  ・・・・  犬○ 

 Keite  from USA.  She live Wadayama.   She is play tennis. But she don’t play 

volleyball.  She like tempura.  she don’t like natto.  She have cat.  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ Writer になろう  

自分のことや身近な人の話題をライティングしよう。 

１ ペアで互いのことを、インタビューしあう★ 

２ 収集した情報についての報告文を書く☆ 

３ 書いた文を上記のチェックリストを用いて 

自分で修正したり、ペアでチェックしあった 

りする 

 

 

 

 

 

 

★友だちにインタビューしよう 

名前 例：Hayato  
住んでいる所 Yanase   部活動 basketball   好きなスポーツ sumo   好きな食べ物 okonomiyaki   好きな音楽・アーティスト Kitajima Saburo  
持ち物・ペット guitar, rabbit  

 

☆報告文：                    修正  

Hayato live in Yanase.            

 He is basketball club. 

 He like sumo. 

 He likes okonomiyaki.                   

 He likes the music. 

 Him favorite artist is Kitajima Saburo. 

 He have a guitar and a cat. 

 

 

【発展】 

４ 学校について書いてみよう  

人物以外の無生物主語の文も書いてみる 

 修正、チェックなどの展開は、上述の通り。ALT を活用することもよい。 

Hayato lives in Yanase. 

He is in the basketball club.  

He likes sumo. 

He likes okonomiyaki.  

He likes music. 

His favorite artist is Kitajima Saburo. 

He has a guitar and a rabit 

１  Where do you live? 

２  What club are you in? 

３  What sports do you like? 

４  What food do you like? 

５  What music do you like? 

６  What artists do you like? 

７  What do you have? 

８  When is your birthday? 

９  What color do you like? 

10 What season do you like? 



 

 

 

今年度の調査結果分析から、朝来市の児童生徒の学力については、小・中学校と

も概ね定着していると考えられる。  

しかし、依然として中学校において全国平均を下回る結果となり、全体を見ても、

主として活用を問う問題に対して苦手とする傾向が見られる。  

本市では、「小小連携推進事業」や中学校区ごとの「小中連携推進事業」を実施

して実践の共有と系統化を図るとともに、各校での同調査を分析し、抱える課題と

その課題解決に向けた取り組みを協議し、学習状況の改善や教員の指導力の向上を

図り、子どもたちの学習意欲や学力向上に取り組んでいる。  

また、平成２６年度から取り組んでいる「授業のユニバーサルデザイン化モデル

研究事業」で、市内小・中学校の数校をモデル校に指定し研究を進めてきた。全て

の子どもたちに分かりやすい授業づくりについて研究していく中で、どの学校でも

落ち着いて学習に取り組む児童生徒の姿が見られるようになってきている。  

今後、2020 年の小学校、2021 年の中学校での次期

学習指導要領の完全実施に向け、これらの取組を市内全

小・中学校で継続実施し、「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた教員の授業力・指導力向上につながる研

修会を開催していく。そして、更なる各教員の意識向上

を図るとともに、児童生徒の学習意欲、関心の向上につ

なげ、学力向上を図るなど、更なる授業改善に取り組ん

でいく。  

 

 

お問い合わせ先   朝来市教育委員会  

学校教育課    ℡  ６７２－４９３０  

今 後 に 向 け て  


